
第２回さいたま市文化芸術都市創造審議会 

次 第 

令和２年１月２８日(火) １４時００分～ 

さいたま市消防庁舎３階 関係課会議室 

１ 開 会 

２ 議 題   

（１）アンケート調査結果の報告          【資料１】 

（２）次期さいたま市文化芸術都市創造計画 

中間まとめ（案）の方向性について 

   ①施策展開の考え方について       【資料 2－1、p.1】 

   ②基本施策の体系について       【資料 2－1、p.2】 

      ③重点プロジェクトについて       【資料 2－1、p.3】 

      ④成果指標について           【資料 2－1、p.4】 

（３）本市を取り巻く文化芸術の現況を踏まえた課題への対応について 

                                                  【資料 2－2】 

３ その他 

４ 閉 会 

【配付資料】 

・次第 

・委員名簿 

・席次 

・議題概要 

・さいたま市文化芸術都市創造計画 概要版 

・資料１  アンケート調査結果の報告 

・資料２－１  次期さいたま市文化芸術都市創造計画中間まとめ（案）の 

方向性について 

・資料２－２  本市を取り巻く文化芸術の現況を踏まえた課題への対応に 

ついて 
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第２回さいたま市文化芸術都市創造審議会 議題概要 

＜前回審議会(7/19)以降の経過＞ 

・  8 月 26 日   第２回文化芸術に関する意見交換会 

・  9 月      各種アンケート等の調査を実施（【資料１】参照）       

・ 10 月    集計・分析 

・ 11 月下旬    審議会委員への意見聴取 第１回 

・ 12 月下旬  審議会委員への意見聴取 第２回 

 「次期計画中間まとめ（案）の方向性」に関する事務局案の作成 

・ 令和 2年 1月 15 日 第３回文化芸術に関する意見交換会 

＜審議事項＞ 

（２）次期さいたま市文化芸術都市創造計画中間まとめ（案）の方向性について 

・・・【資料２－１】 

①施策展開の考え方について  

〇「将来像」の修正案【p.1】について 

【修正前】将来像④文化芸術の創造性によって活力にあふれるまち 
  ↓ 
【事務局案】将来像④文化芸術のもつ創造力により活力にあふれるまち 

②基本施策の体系について  

〇「施策展開の考え方」修正案【p.2】について 

⇒「基本施策」に施策８「文化芸術と多様な分野との有機的な連携」を追加 

③重点プロジェクトについて  

〇「重点プロジェクト」修正案【p.3】について 

⇒各重点プロジェクトにつき説明文や「主な取組」の項目、具体例を一部修正 

④成果指標について  

〇「成果指標」【p.4】について 

・現行計画の成果指標「さいたま市を『文化的なまち・芸術のまち』とイメージする市民の割合」
平成 25年度（計画策定時）15.0％→令和 2年度 25.0％ 

  次期計画の成果指標（案） 
＜計画全体の総合指標＞ 
・文化芸術に親しめるまちであると感じる市民の割合 
・文化芸術活動（鑑賞を含む）を行う市民の割合 
・歴史文化資源に愛着を感じ大切に思う市民の割合 

※このほか、計画事業ごとに定量的な成果指標を設定することを検討
【定量的な成果指標（例）】 イベント 来場者数、施設 利用率 

（３）本市を取り巻く文化芸術の現況を踏まえた課題への対応 

・・・【資料２－２】 

〇下記の課題への対応策について【p.1 】

課題１ 文化芸術都市としての都市イメージの構築【p.2】 

⇒対応策  ⅰ．成果指標の見直し 

 ⅱ．計画における取組の見直し、拡充 

課題２ 文化芸術の力を活かした都市づくり【p.2】 
⇒対応策  文化芸術基本法の改正趣旨を踏まえ、多様な分野との連携を強化するため、

基本施策に「施策８」を追加 
課題３ 東京２０２０大会までに構築されたレガシーの活用【p.3】 

⇒対応策  本市におけるレガシー活用方針（案）を次期計画に追記 

課題４ 文化芸術の創造拠点となる施設の拡充【p.4】 
⇒対応策  ⅰ．市民会館うらわ等の新施設整備に伴い、文化施設の拠点機能を再分類   
 ⅱ．不足機能は、新施設整備の必要性を研究・検討 

課題５ 文化芸術都市の創造に向けた推進体制の構築【p.5】 

⇒対応策  ⅰ．市と（公財）さいたま市文化振興事業団との 

連携強化 

  ⅱ．事業団の機能強化 

     ⅲ. アーツカウンシル導入を目指す 
















